
医療の国際化に貢献 学校法人大阪滋慶学園
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第
１
回
ア
ジ
ア
臨
床
工
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
大
阪
滋
慶
学
園

大
阪
市
淀
川
区

と
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学

同

は
４
月

日
、
大
阪
市
北
区
の
大

阪
国
際
会
議
場
で
「
第
１
回
ア
ジ
ア
臨
床
工
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
い
た
。
ア
ジ
ア
各
国
の
臨
床
工
学
に
つ
い
て

現
状
を
認
識
し
、
将
来
を
見
据
え
た
「
チ
ー
ム
医
療
」
と
し
て
の
臨
床
工
学
技
士
の
育
成
が
目
的
。
ア
ジ
ア

カ

国
・
地
域
か
ら
臨
床
工
学
技
士
や
学
校
関
係
者
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
議
論
を
深
め
た
。
第
２
回
は
２
０
１

３
年
、
中
国
・
上
海
で
開
催
す
る
計
画
。
開
会
式
で
は
松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
の
祝
辞
を
披
露
。
実
行
委
員
長
の

浮
舟
邦
彦
大
阪
滋
慶
学
園
理
事
長
は
「
ア
ジ
ア
の
臨
床
工
学
の
発
展
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

掲
載
各
氏
の
所
属
は
左
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

世
界
中
に
貢
献
山
下
芳
久
氏

対
応
力
養
成
を
劉
学
軍
氏

国
際
化
道
半
ば
蕭
瑛
氏

技
士
不
足
課
題
柴
原
伸
久
氏

新
素
材
に
注
目
黄
為
民
氏

臨
床
工
学
職
場
及
び
人
材
育
成
の
グ
ロ
ー
カ
ル
化
へ
の
変
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
２
部

臨
床
工
学
の
役
割
な
ど
パ
ネ
リ
ス

ト
が
自
身
の
考
え
を
熱
く
語
っ
た

グ
ロ
ー
カ
ル
医
療
に
求
め
ら
れ
た
臨
床
工
学
の
展
望

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

活
動
の
場
、
拡
大
を
期
待

将
来
、
重
要
な
貢
献
す
る

血
液
透
析
の
基
準
設
け
技
士
養
成
シ
ス
テ
ム
確
立
を

臨
床
工
学
の
需
要
少
な
く
人
材
養
成
に
も
遅
れ

合
弁
学
科
開
設
か
ら
１
０
年
今
後
も
留
学
生
活
躍
に
期
待

知識、技術進化続く技士の重要性一段と

ア
ジ
ア
各
国
の
臨
床
工
学
―
現
状
、
課
題
、
そ
の
他
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
部

中
国
の
臨
床
工
学
発
展
へ
科
学
的
な
研
究
プ
ロ
始
動
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加
納
隆
氏
　
各
国
の
臨
床

工
学
技
士
の
制
度
、
実
情
を

伺
っ
て
き
た
が
、
日
本
の
臨

床
工
学
技
士
が
ア
ジ
ア
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
た
め
に

は
、
さ
ら
に
技
術
、
知
識
を

膨
ら
ま
せ
て
医
療
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
臨
床
工
学
に
つ
い
て
」

　
Ａ
ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
　

Ｐ
ｒ
ａ
ｊ
ｏ
ｋ
ｏ
氏

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
臨
床
工

学
は
仕
事
の
範
囲
が
大
き
な

病
院
に
限
ら
れ
る
た
め
需
要

が
少
な
く
、
未
発
達
だ
。
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
多
く
が

独
自
の
研
究
開
発
を
し
て
い

な
い
こ
と
も
理
由
だ
ろ
う
。

医
療
機
器
技
術
者
の
必
要
性

は
年
々
増
え
て
い
る
が
、
臨

床
工
学
技
士
の
養
成
は
遅

れ
、
学
校
で
専
門
教
育
を
受

け
た
人
の
数
も
少
な
い
。

　
健
康
管
理
施
設
や
医
療
機

器
会
社
が
望
む
人
材
は
、
電

子
医
療
技
術
の
学
校
だ
け
が

養
成
し
て
い
る
。
卒
業
生
は

在
学
中
に
機
器
の
使
用
経
験

が
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
保
健
従
事
者

で
も
あ
る
が
、
５
０

０
０
人
し
か
い
な

い
。
人
口
や
病
院
数

に
比
べ
て
電
子
技
術

者
の
数
は
十
分
で
は

な
い
。
血
液
透
析
の

状
況
も
同
様
だ
。

　
「
中
国
の
Ｂ
Ｍ
Ｅ
と
医
療

機
器
」

　
王
威

氏
　
中
国
の
医
用

生
体
工
学
は
１
９
６
５
年
に

始
ま
っ
た
。
現
在
、
中
国
医

療
機
器
産
業
は
世
界

第
４
位
の
市
場
に
な

り
、
年
成
長
率
は

％
に
達
し
て
い
る
。

中
国
の
国
民
経
済
の
平
均
成

長
率
を
上
回
る
だ
け
で
な

く
、
米
、
日
、
独
な
ど
の
国

よ
り
も
高
い
。
中
国
医
療
機

器
産
業
が
将
来
、
発
展
す
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ

は
人
口
が
多
く
、
１
０
０
０

人
あ
た
り
の
病
床
率
は
３
・

６
床
と
比
較
的
低
い
か
ら

だ
。
患
者
監
視
装
置
も
１
０

０
病
床
あ
た
り
で

・
６
台

し
か
な
い
。
約

万
の
医
療

機
関
が
あ
る
中
国
は
、
市
場

開
発
に
は
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。
学
術
界
を
は

じ
め
産
業
界
な
ど
が
協
調

し
、
医
療
機
器
の
発
展
を
重

視
す
る
べ
く
関
係
法
規
な
ど

も
整
備
さ
れ
た
。

世
紀
医
学
の
研
究
は

人
間
の
健
康
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
医
用
生
体

工
学
と
臨
床
工
学
は
想
像
で

き
な
い
く
ら
い
発
展
と
貢
献

を
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
勇
往

ま
い
進
す
る
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
グ
ロ
ー
カ
ル
医
療
に

求
め
ら
れ
た
臨
床
工
学
の
展

望
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
開
か

れ
た
。
司
会
は
加
納
隆
埼
玉

医
科
大
学
教
授
が
務
め
た
。

　
臨
床
工
学
技
士
を
さ
ら
に

成
長
・
進
化
さ
せ
、
世
界
へ

発
信
す
る
こ
と
が
今
必
要
で

あ
り
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
臨
床
工
学
は
世
界

中
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
知

識
で
、
技
術
で
も
あ
る
か
ら

だ
。
日
本
臨
床
工
学
技
士
会

の
国
際
交
流
委
員
会
は
、
世

界
に
羽
ば
た
く
臨
床
工
学
技

士
と
世
界
が
求
め
る
臨
床
工

学
技
術
の
共
有
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
血
液
透
析
臨
床
技
師
は
、

す
べ
て
の
透
析
プ
ロ
セ
ス
に

参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
主
な
仕
事
は
透
析
装
置

の
保
守
管
理
と
透
析
用
水
、

透
析
液
の
品
質
管
理
だ
。
個

別
患
者
の
治
療
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
透
析
液
の
濃
度
な
ど
を

調
整
す
る
。
さ
ら
に
は
透
析

治
療
中
は
機
器
の
作
動
状
況

を
巡
回
観
察
す
る
。
メ
ー
カ

ー
担
当
者
と
も
連
絡
し
な
が

ら
正
確
か
つ
素
早
い
対
応
が

常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
人
材
の
養
成
努
力

が
必
要
だ
。

　
台
湾
の
生
物
医
工
学
教
育

は
１
９
７
２
年
に
始
ま
っ

た
。
そ
れ
以
降
、
臨
床
工
学

の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
て
き

た
。
２
０
１
０
年
に
国
立
科

学
研
究
所
は
生
物
医
工
学
技

術
と
製
品
開
発
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
て
お
り
、
研
究
に
も

力
が
入
っ
て
い
る
。
台
湾
の

臨
床
工
学
試
験
に
は
筆
記
の

ほ
か
に
、
口
頭
試
問
、
書
類

審
査
が
含
ま
れ
て
い
る
。
資

格
審
査
に
は
数
年
間
の
実
務

経
験
を
必
要
と
す
る
。
国
際

的
に
通
用
す
る
に
は
、
な
お

一
層
の
努
力
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　
近
年
、
ア
ジ
ア
で
の
透
析

普
及
は
め
ざ
ま
し
い
。
透
析

施
設
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

か

ら
中
国
の
３
５
０
０
ま
で
あ

り
、
保
険
内
容
も
各
国
さ
ま

ざ
ま
だ
。

年
に
は
ベ
ト
ナ

ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
４
施
設

で
透
析
液
の
水
質
調
査
を
行

っ
た
が
、
基
準
を
満
た
し
た

の
は
１
施
設
だ
け
だ
っ
た
。

透
析
機
器
は
普
及
し
つ
つ
あ

る
が
、
水
質
を
維
持
す
る
教

育
を
受
け
た
臨
床
工
学
技
士

が
少
な
い
こ
と
は
、
や
は
り

大
き
な
課
題
と
言
え
る
。

　
厳
し
い
条
件
の
も
と
で
一

定
の
形
状
を
与
え
ら
れ
た
形

状
記
憶
材
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
適
し
た
条
件
下
で
元
の
形

状
に
戻
る
こ
と
が
可
能
だ
。

こ
の
材
料
は
多
く
の
生
物
医

工
学
分
野
、
と
り
わ
け
微
創

手
術
で
応
用
で
き
る
。
主
な

利
点
と
し
て
は
手
術
傷
、
創

合
併
症
を
軽
減
し
、
回
復
を

早
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
高
い
技
術
力
が
必
要
と

さ
れ
る
が
、
現
代
医
療
の
中

で
も
重
要
な
成
果
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
の
透
析
の
実

状
」

　
阮
必
勝
氏
　
ベ
ト
ナ
ム
で

は
腎
臓
病
対
策
の
た

め
の
医
療
機
器
や
専

門
家
、
予
算
な
ど
が

不
足
し
て
い
る
。
早

期
治
療
は
難
し
く
、

腎
臓
病
患
者
の
多
く

が
病
気
の
晩
期
で
治

療
を
開
始
し
て
い
る

状
態
だ
。

　
透
析
を
必
要
と
す
る
慢
性

患
者
は
約
１
万
人
お
り
、
１

２
０
０
台
の
血
液
透
析
装
置

に
よ
り
透
析
を
受
け
て
い

る
。
し
か
し
、
透
析
装
置
の

保
守
管
理
は
技
士
や
技
術
者

不
足
の
た
め
十
分
に
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　
血
液
透
析
に
関
す
る
国
の

基
準
も
な
く
、
治
療
費
も
東

南
ア
ジ
ア
の
中
で
最
も
低
い

１
回
あ
た
り

米

。

こ
れ
ら
が
血
液
透
析
の
品
質

が
向
上
し
な
い
理
由
に
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
、
ベ
ト
ナ
ム
の
透
析

に
必
要
な
こ
と
は
、
国
の
基

準
の
設
置
と
技
士
や
技
術
者

を
養
成
す
る
シ
ス
テ
ム
の
確

立
だ
。

　
「
日
本
の
臨
床
工
学
技
士

に
な
る
た
め
、
中
国
人
留
学

生
の
養
成
現
状
と
課
題
」

　
須
崎
正
敏
氏
　
大
阪
滋
慶

学
園
で
は

年
前
に
上
海
医

療
器
械
高
等
専
科
学
校
と
の

間
で
、
厚
生
労
働
省
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
る
日
本
の
法
律

に
従
い
、
臨
床
工
学
技
士
養

成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成

し
、
合
弁
学
科
を
開
設
し

た
。
日
本
へ
の
留
学
を
希
望

す
る
学
生
は
臨
床
工
学
技
士

の
講
座
を
中
国
語
で
学
び
、

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師

が
行
う
授
業
の
単
位
も
取
得

が
必
要
と
な
る
。

　
中
国
か
ら
の
留
学

第
１
期
生
は

年
３

月
に
卒
業
。
国
家
試

験
に
も
合
格
し
、
日

本
の
病
院
に
就
職
し

て
い
る
。
今
後
も
グ

ロ
ー
カ
ル
な
活
躍
を

期
待
し
た
い
。

　
「
中
国
の
臨
床
工
学
の
理

念
と
現
状
」

　

毅
氏
　
中
国
の
臨
床
工

学
は
着
実
に
発
展
を

遂
げ
て
き
た
が
、
常

に
課
題
も
存
在
す

る
。
臨
床
分
野
に
お

け
る
基
礎
と
、
学
科

の
方
向
性
だ
。
基
礎

と
は
理
論
・
技
術
と

方
法
で
あ
り
、
組
織

の
中
で
の
行
動
や
活

動
様
式
、
資
格
と
そ
の
扱
い

も
含
む
。
学
科
の
方
向
性
と

は
、
物
流
の
供
給
網
や
資
産

管
理
、
あ
る
い
は
臨
床
工
学

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
危
機
管

理
が
含
ま
れ
る
。

　
古
い
理
念
の
人
々
を
臨
床

工
学
シ
ス
テ
ム
に
適
し
た
考

え
方
に
変
え
る
に
は
長
い
時

間
を
要
す
る
。
そ
の
レ
ベ
ル

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、

現
在
の
行
動
規
範
に
基
づ
き

資
産
管
理
と
臨
床
工
学
シ
ス

テ
ム
の
間
の
関
係
を
つ
く
る

も
の
だ
。
中
国
医
学
会
臨
床

工
学
分
会
は
将
来
に
向
け
て

科
学
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
、
臨
床
工
学
技

士
の
職
業
資
格
試
験
な
ど
の

計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

　
「
日
本
の
臨
床
工
学
技
士

の
誕
生
と
発
展
」

　
小
野
哲
章
氏
　
日
本
に
お

け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

Ｍ
Ｅ

の
発
展

は
、
工
学
者
と
医
学

者
が
医
学
・
医
療
の

発
展
を
願
っ
て
１
９

６
２
年
に
設
立
し
た

「
日
本
Ｍ
Ｅ
学
会
」
の
歴
史

と
同
じ
だ
。
こ
の
約

年
前

に
Ｍ
Ｅ
産
業
が
立
ち
上
が

り
、
高
度
先
進
医
療
が
花
開

く
形
に
な
っ
た
。

　

年
代
に
な
る
と
人
工
透

析
療
法
、
人
工
心
肺
手
術
が

普
及
し
始
め
、
病
院
に
も
Ｍ

Ｅ
技
術
者
が
登
場
す
る
。
こ

れ
が
日
本
の
臨
床
工
学
の
始

ま
り
と
言
え
よ
う
。

　

年
に
は
「
ク
リ
ニ
カ
ル

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
基
本
問

題
研
究
委
員
会
」
が
発
足

し
、
臨
床
Ｍ
Ｅ
技
師
の
国
家

資
格
化
へ
の
道
筋
の
準
備
を

始
め
た
。

　
現
在
、
全
国
に
専
門
学
校

や
大
学
な
ど
臨
床
工

学
技
士
養
成
校
が
約

校
あ
る
。
臨
床
工

学
技
士
は
、
医
療
現
場
で
高

度
先
進
医
療
を
工
学
と
技
術

で
支
え
な
が
ら
、
教
育
、
産

業
、
行
政
、
海
外
援
助
と
活

動
の
場
を
広
げ
て
ほ
し
い
。


